
位 置 で 近 づ く 心 の 距 離
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1,500万以上DLされている位置情報共有サービス 
whoo your worldを運営する株式会社LinQとの共同研究レポート 
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TO BE

誰かの位置をもとに 偶発的に賑わう 位置から 動きを察し合って 信頼できる 趣味や興味は 他人の行動で受動的に深まる ありのままの動き を感じ合えて安心する
TO BE TO BE TO BE

位置をシェアする「親密圏」 「親密」から拡がる、新しいつながり「シン密圏」

「シン密圏」：4 つの意識・行 動の変化によって、より豊かになる新しいつながり

「シン密圏」がつくりだす、オルタナティブな社会とは？

AS IS

短尺で高密度に
交流する
オルタナ社会

# カスタマージャーニー
# モーメント
# モビリティ

近距離圏内で
支え合う
オルタナ社会

# コミュニティ
# 地域
# ラストワインマイル

多様な生き様を
見習える
オルタナ社会

# ライフログ
# ツーリズム
# お出かけ

リアルな存在感を
感じ合う
オルタナ社会

# コミュニケーション
# ヘルスケア
# 見守り

事前に予定を決めて 計画的に集まる

賑
わ
い

信
頼

深
め
合
い

安
心

限られた側面 を受け入れ合って安心する
AS IS

趣味や興味は 自分自身で積極的に深める
AS IS

言葉で 状況を確認し合って 信頼する
AS IS

同じ / 近くの場所 離れた場所

助け合い 連帯感

すでに誰かがいる場所

誰 か の 位 置 に 引 き 寄 せ ら れ る誰かの位置に引き寄せられる

他 人 の 行 動 範 囲

行 動 の 広 が り

自 分 の 行 動 範 囲

普段は見えない側面

インターネットを通して常に誰かと繋がれる一方で、繋
がれない 孤 独 に向き合ったり、ありのままの自分や心
地いい人 間 関 係 を模 索する必 要がある現代。人との関
係 性 を問い直す中で、「親 密 さ」はどのように生まれて
いるのでしょうか。

デジタルネイティブな若年層は、数あるS N Sを繋がる人
の親しさで 階 層 化しています。中でも、最も親密な人た
ちと繋がるものは 位 置 情 報 共 有 サービス。彼らは 位 置
情 報 をシェアすることで人との親しい関係性「親 密 圏」
を築いていることがわかりました。

実 態 調 査や実証実験を通して、位置をシェアすることで
「親密」にとどまらない「賑わい」「信頼」「深め合い」「安心」

といった4 つの価値が生まれていることを発見。本レポー
トでは新たな 4 つの価値が拡げる豊かなつながりを「シン
密圏」と名付けました。
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現代の「親密さ」を語る上で 
SNSの存在は避けては通れません。 

つながり、グループ、友だち、親しい友だち… 
今やスマホの画面上でも当たり前に耳にする言葉ですが 
本来はリアルな生活の中で使われていたはず。 

 ここまでわたしたちの生活に根付くようになるまで 
SNSがどう生まれてどう広がっていったかという歴史と 
SNSとともに育ってきた世代に目を向けてみました。 
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日
本
の
出
来
事

世
界
の
出
来
事

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

S
N
S

2004年 2011年 2014年 2017年 2020年 2022年

Google が検索コンテンツを
約60億以上に拡大

mixi サービス開始 Twitter 日本語版サービス開始

Fecebook日本語版サービス開始

日本で初代 iPhone 発売

初代 iPad発売

リーマンショック

東日本大震災

４Gサービス開始

Amazonが米国でスマートスピーカーを発売

人型ロボット「ペッパーくん」誕生

Instagram日本語版サービス開始

日銀マイナス金利導入を決定

出生数初の100 万人割れ

トランプ米大統領就任

＃metoo運動

Paypay 提供開始

ネットいじめが 1.2 万件、過去最多

Tiktok日本語版サービス開始

Twitter 国内月間利用者数が 4500 万超え

「インスタ映え 」が新語・流行語大賞に

ユーチューバーが、小学生のなりたい職業 top10入り

新型コロナの世界的流行

平成から令和へ改元

経団連が「終身雇用の見直し」を示唆

Black Lives Matter 運動

ウクライナ侵攻

成人年齢が18 歳に引き下げ

新型コロナ 5 類移行

BeReal サービス開始

LINE 利用率が 8 割超え

whoo サービス開始

BeReal 利用者数が
前年比 10 倍に増加

Zoom 利用者の急拡大

5G サービス開始

TV のネット接続率 5 割超え

生成 AI のChatGPT 誕 生

Facebook が社名をMetaに変更
メタバースに注力

Zenlyが流行

2008年

2004年 2010年 2014年 2020年 2022年

2020年

2020年

2022年2017年

2004年 2008年

LINEサービス開始

Snapchat サービス開始

2011年

2014年 2018年

2018年2008年

2008年

2020年

2022年2019年2016年

2019年 2022年

2021年

2021年

2017年

2012年

2011年

YouTube日本語版サービス開始
2007年

行動制限

テレワークやオンライン授業の一般化
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今の若者にとって、 
SNSはもはや「公的なインフラ」であり、 
生活の仕方や友達のあり方にまで影響を与えている 
 日本で最初にSNSが広がったのは、����年代初めのmixiだったと思います。その頃

から今に至るまで、学生たちが持つ「友だちに、自分の作ったコンテンツを見て反応し

てほしい」という “承認欲求”自体は、大きく変わっていないと感じます。

一方で、SNSを使うのが当たり前になり、大学の事務連絡や就職活動にもSNSが使わ

れるようになった今、SNSは友人たちとプライベートで親密さを育むためのツールの

域を超えて、公的なインフラと化しています。だからこそ、今の若者たちにとって、SNS

は自分の判断で気軽にやめることができるようなものではなくなっています。 

多くの学生たちは、SNSでの反応を考えて行動したり、自分の投稿にいち早く好意的

な反応をしてくれるのが“友人”だと考えているようなところもあります。 

その意味で、SNSは生活の仕方や友達の在り方までを規定するものになっていると言

えるでしょう。

戸谷
洋志 

とや ひろし

����年生。立命館大学大学院　先端総合学術研究科　准
教授。����年、『原子力の哲学』にて第��回エネルギーフォ
ーラム賞受賞。 ドイツ出身のユダヤ人哲学者ハンス・ヨナス
を主要な対象としながら、「技術」と「責任」をキーワードに、 
未来世代への倫理をより包括的に研究。 また、街中や学生に
よる哲学対話の実践や、生活者や若者に身近なテーマをめぐ
る哲学・倫理学の著作にも 精力的に取り組んでいる。 
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友達

友 達 を 検 索

友 達 を 追 加

REN 削除

YU I 削除

H IROTO 削除

H INA 削除

t a n a k a 追加

携帯電話やSNSが浸透した結果、 
人々が人間関係を垂直的なリストとして捉え、 

優先順位をつけて管理するのが主流に 

携帯電話の登場とともにアドレス帳が広まったことで、自分が持つ人間関係を“上下

に連なるリスト”として捉え、関係性に優先順位をつけて管理したり、取捨選択するよ

うになったという考え方があります。

 現在の多くのSNSアプリも同様に、画面上で“投稿を見た順番”や“直近でやり取りし

た順番”など、相手との親しさの度合いを意識させる順序で並べられ表示されること

が多いと言えます。このようなSNSのインターフェースが、つながっている多くの友人・

知人を親密度でランク付けし管理する「垂直的な友人観」につながっているのではな

いかと感じます。 

 一方で、携帯電話やSNSが普及する以前、人々は友人・知人をリストとして想起するの

ではなく、それぞれとの間に存在する物理的距離を意識しながら、相手と向き合ってい

たはずです。そのような人間関係の捉え方の方が、本来的であるように感じています。 
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「生まれた世代」を問わず、 
「Z世代的価値観」は選択可能

アメリカでは、社会学の中で��～��年のスパンで世代を区切り、世代間の違

いが研究されています。生まれた年によって、経験した社会的事象も、その事象

を経験した年齢も異なるので、世代間で形成される価値観に違いが出ると考

えられているためです。アメリカでいう「Z世代」や「ミレニアル世代」とは、日本

でいう「昭和生まれ」「平成生まれ」といった区切り方と同じで、「ゆとり世代」の

ように何か意味が付与されているわけではありません。 ����年生まれ、カリフォルニア
出身、在住。｢音楽と社会｣を結び
つける活動を行い、日本と海外
のアーティストをつなげるエー
ジェントとしても活躍する。����
年��月には、文芸誌｢群像｣での
連載をまとめた初の著書『世界
と私のA to Z』を刊行。現在も多
くのメディアで執筆中。そのほか
の著書に『＃Z世代的価値観』。

竹田
ダニエル

インターネットがない時代は、社会的事象から受ける影響が世代間で大きく異

なりました。しかし、インターネットが普及し、どの世代も同じように社会的事

象を経験できるようになったいま、世代を超えて同じ価値観を共有することも

可能です。つまり、Z世代が形成した新しい価値観が、上の世代に広がっていく

可能性もあります。生まれる世代は選べないけれど、価値観は“選択可能”であ

ることを表現するために、私は「Z世代的価値観」という言葉を使っています。 
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オンライン上で
セーフスペースを
求めるZ世代的価値観

竹田ダニエル

SNSは、多くの人とつながり、価値観の合う人と出会うことを可能にしました。

 SNSネイティブのZ世代は、世界中から自分と似た価値観を持つ人を探し出し、

つながることができる反面、膨大な人間関係の維持や、常に監視されている状態

にストレスを感じています。 

だからこそ、Z世代には、つながった人たちを親密度でランク付けし、選別した相

手・集団だけに深い部分まで共有するようなコミュニケーションが必要になって

います。SNSの「親しい友達」機能は、このニーズに応えたものです。

今のSNSは不要な広告が大量に表示されたり、監視されていたり、“セーフスペー

ス”ではなくなってきています。安心できるクローズドな関係性やコミュニティをど

う作っていくかが課題と言えるでしょう。 世代を越えてSNSが利用される中、この

ようなZ世代の価値観やニーズは、幅広い世代に広がっていく可能性が考えられ

るのではないでしょうか。 
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Z世代を中心に、自分がいる位置をシェアできる
位置情報共有サービスの利用が増えています。
友だちとつながる新しい方法として、
位置のシェアが広がっている背景に、
現代における親密なつながり「親密圏」
を考えるヒントがあるのではないか、
と考えて幅広い世代を対象にリサーチ。 
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ICHINOGRAPHY

定量調査に加えて、位置情報共有サービス(whoo your world)を
すでに使っている��-��代を対象としたユーザー調査と、
位置情報共有サービスを使っていない��-��代の幅広い世代に
サービスを使ってもらう実証実験を実施。
位置をシェアすることで生まれた行動や、
その背景にある価値観をエスノグラフィアプローチで分析。
今後広がりうる価値観の兆しを探った。
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Gr.1： Gr.2： Gr.3：
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若年層の�人に�人が
自分の位置情報を
共有する「位置シェアラー」 

【出典】博報堂独自調査「位置情報シェアアプリに関する調査」����年�月�日実施　全国在住��-��代男女（n=����） 

位置情報共有サービスを利用している/利用したことがある

28.2%

17.2%

9.9%

9.6%

5.1%

5.2%
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位置をシェアする相手は「仲が良くて、リアルで会う友だち」 
シェアする情報によってつながる相手を階層化しています 

※10-20代　位置情報共有サービス利用経験/現使用ベース(n=���)

【出典】博報堂独自調査「位置情報シェアアプリに関する調査」����年�月�日実施　全国在住��-��代男女（n=����） 
【出典】位置情報共有サービスユーザーへのインタビュー調査　����年�月実施（n=�） 

63.2%
(全体平均＋��pt） 

SNSの友だちの中でも 
情報を公開する相手を限定している 
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【出典】博報堂独自調査「位置情報シェアアプリに関する調査」����年�月�日実施　全国在住��-��代男女（n=����） 

SNSの友だちの中でも 
親しさに差がある 

SNSの友だちの中でも 
情報を公開する相手を限定している 

位置をシェアするつながりを
「最も親密」だと考えています 

88 Points

80 Points

61 Points

49 Points

60.5%
（全体平均＋��.�pt）※10-20代　位置情報共有サービス利用経験/現使用ベース(n=���)

21SHINMITSUKEN REPORT | © HAKUHODO Inc. & SIGNING Ltd. & © LinQ, inc. 2024 All Rights Reserved.



22SHINMITSUKEN REPORT | © HAKUHODO Inc. & SIGNING Ltd. & © LinQ, inc. 2024 All Rights Reserved.



位置シェアラーは最も仲の良い友だちと「親密圏」
を自覚的に築いていることがわかりました。
地図上に平面的に友だちが広がる「親密圏」では、
友だちをランク付けする必要もなさそうです。
調査を進めていくと「親しさ」の価値にとどまらない、
つながりを豊かにする新しい価値が広がっていました。
位置シェアラーを中心に生まれている「親密圏」を
超えた、新たなつながりをこのレポートでは「シン密圏」
と名付けて、紐解くことにしました。 

位置シェアが生む、新しいつながり 
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(whoo your world)

USEr interview
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位置シェアラーは
自分と位置が近い人と

「ついで会い」を行っています 

USER INTERVIEW
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【出典】博報堂独自調査「位置情報シェアアプリに関する調査」����年�月�日実施　全国在住��-��代男女（n=����） 

位置シェアラーには、その場その場の瞬間的な思いつきで動く 
「場面行動」が根付いていることが理由かもしれません 

>
その場の思い付きで 行動するのが好きだ 

49.0%
（全体平均＋��.�pt）

前もって予定を入れて 計画的に行動したい 

27.7%
（全体平均-��.�pt）

※10-20代　位置情報共有サービス利用経験/現使用ベース(n=���)

USER INTERVIEW
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【出典】位置情報共有サービスユーザーへのインタビュー調査　����年�月実施（n=�） 

位置をシェアすることで
コミュニケーションの手間を省略して 

「出会いの確度」を高めています 

会えるかな？

USER INTERVIEW
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【出典】位置情報共有サービスユーザーへのインタビュー調査　����年�月実施（n=�） 

位置シェアは、
相手への関心や気遣い合いを 

行動で表せるきっかけになっています 

USER INTERVIEW
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竹田
ダニエル

コロナ禍を経験した
Z世代が求める 

「リアルで人と会える時間」 
ティーンの時期にコロナを経験したZ世代は、リアルで人と会える時間のあり

がたみを、身をもって知っています。特に、ロックダウンで全く外に出られない

経験をしたアメリカのZ世代には、ロックダウン解除後も精神的に不安定で、

常に友だちと行動を共にしようとする「離れたくない」子が目立ちました。 

いつまた同じような事態が起こるかわからない、不安定な時代を生きている

からこそ、友だちや大切な人と“リアルで会える時間を大切にしたい”という

価値観が生まれています。 

USER INTERVIEW
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事 前 に 予 定 を 決 め て

計 画 的 に 集 ま る

位 置 シ ェ ア

すでに誰かがいる場所

誰 か の 位 置 に 引 き 寄 せ ら れ る誰かの位置に引き寄せられる

事前に予定を決めて

計画的に集まる

位置シェア

誰かの位置をもとに 偶 発的に賑わう
TO BE

AS IS

その場その場で生み出す「賑わい」 で
つながりを豊かにしています
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USER INTERVIEW



ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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【出典】同僚コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=�） 

10時間

位置情報は偽れないデータだからこそ、
位置シェアは お互いの“ありのまま”を受け入れ合う

「信頼関係」の証 

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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ICHINOGRAPHY demonstration experiment  

注）ファイヤーとは、whooでつながっている友人同士が同じ場所にいると、whooの画面上に炎が出る機能。 
【出典】同僚コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=�） 

言葉を交わさなくても、
位置から仲間の状況を読み取って 
励ましや連帯感を感じていました

3
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リモートワークが広がり、働く場所の自由化が進む中で 
仲間の位置が見えることが、
助け合いのきっかけになっていました

【出典】同僚コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=�） 

10F

3F

今からそっち行っていい？

いいよ！ 3 階にいる！

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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位 置 シ ェ ア位置シェア

言葉で状況を

確 認し合って信 頼する

察し合って助け合う「信頼」 で
つながりを豊かにしていそうです

位置 から 動きを察し合って 信 頼 できる

同じ / 近くの場所
離れた場所

助け合い 連帯感

TO BE

AS IS

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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戸谷
洋志 

位置共有アプリは、 
“距離が友人関係に持つ意味合い”
を復活させる 
主要なSNSアプリの画面上では、つながっている相手との間に実際には存在する物理的距離が、

あたかも存在しないように感じられます。 一方で、位置情報共有サービスは、つながっている友人

たちが地図上に表示されるため、ユーザーは友人のことを居場所や自分との距離とともに捉え、

向き合うことができる可能性があります。

 例えば、通常のSNSでは、近隣の友人もドイツに住む友人も、同じように表示されます。しかし、

地図アプリを使って友人が住むドイツの街を見ようとすると、見え方は全く変わってきます。私が

いる現在地（日本）から地図サイズを縮小していき、日本全体が見え、中国やアジア、ヨーロッパ

の様々な国を経てドイツにたどり着き、今度は地図を拡大して、やっと馴染みのある地名が登場

する。そのプロセスを経ると、こんな遠いところに自分の友人がいることに感動し、その存在の貴

重さを実感します。 

位置情報共有サービスは、“距離が個々の友人関係に対して持つ意味”を人々に再認識させるポ

テンシャルがあります。そして、そのように友人関係を垂直的なリストとしてではなく、水平的に捉

える友人観がより健全であるように感じています。

友達

友 達 を 検 索

友 達 を 追 加

REN 削除

YU I 削除

H IROTO 削除

H INA 削除

t a n a k a 追加

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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【出典】趣味コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=��）

共通した趣味を持っているからこそ、 
お互いの趣味を一緒に楽しむ共同体験が
生まれていました 

2

いいね～～～！！

サウナ寄って行かない？

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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今までどこに訪れたのか、
という他人の行動履歴も 

自分の趣味を深めるきっかけになりそうです 
【出典】趣味コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=��）

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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【出典】趣味コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=��）

数ある趣味の中でも、
地域性が体験に現れるアウトドアな趣味において 

位置シェアが活用されるポテンシャルを感じていました

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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位 置 シ ェ ア位 置 シ ェ ア

お互いの趣味・興味 の「深め合い」 で
つながりを豊かにしていそうです

趣味・興味は 他人の行動で受動的に 深まる

他 人 の 行 動 範 囲

行 動 の 広 が り

自 分 の 行 動 範 囲

趣味や興味は

自分自身で能 動的に深める

TO BE

AS IS

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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位置を起点に価値観がつながる 
「界隈」の顕在化 

佐久間
さくま ひろし

洋司
大阪大学SSI特任研究員、����年大阪・関西万博 大阪パビ
リオン ディレクター、世界経済フォーラムSNWI代表ほか。日
本SF作家クラブ 会員、人i工知能学会 産業界連携委員。日
本オープンイノベーション大賞 文部科学大臣賞、Forbes 
JAPAN �� UNDER ��などを受賞

今の位置情報共有サービスは、“親しい”人と繋がることを前提に設計されており、

全く知らない人と繋がることは基本的に想定されていないと感じます。 ですが、公

開範囲に制約をかけるなど、プライバシーに最大限配慮したうえで、似たような行

動特性を持つ人同士が繋がることができれば、シン密圏はさらなる広がりを見せ

る可能性があります。 例えば、複数個所ですれ違っている�人は、実は同じドラマの

ファンで、ロケ地めぐりという共通の趣味を持っているかもしれません。そのため、

位置情報共有アプリに「すれ違い通信」みたいな機能があったら、面白いと思います。 

SNSの発達によって、自分と似た内面を持つ人と価値観で繋がる「界隈」が増えて

います。直近ではバーチャル世界で形成された「〇〇界隈」が、リアルに表出するケ

ースも目に付くようになってきました。 位置は、その人の内面によって起こされた行

動の“結果”です。今後、位置を起点に価値観で繋がる界隈を広げていくには、安全

面に配慮しながらも位置を共有し合える人の範囲を広げることも重要になるはず

です。 
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【出典】多世代コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=�）

普段は知り合えない、
それぞれの場所で過ごす相手を想像して見守る 

温かい感情が芽生えていました 

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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【出典】多世代コミュニティへの実証実験後のインタビュー　����年�月実施（n=�）

自分の位置を見られている人も
見守られていることによる「安心感」や 

自分の話をしてもいいという「心理的安全性」を感じていました 

ICHINOGRAPHY demonstration experiment  

〇〇にいるんだ！旅行？

What’ s up!?

〇〇にいるなら、
〇〇食べた方がいいよ！
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TO BE

AS IS

位 置 シ ェ ア位置シェア

ありのままを感じ合う 「安心」 で
つながりを豊かにしていそうです

ありのままの動き を感じ合えて安心する

限られた側 面を

受け入れ合って安心する

普段は見えない側面 普段は見えない側面
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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GRAPHIC RECORDING ICHINOGRAPHY demonstration experiment  
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“存在のシェア”によって、 

自分と他者の境界が曖昧になっていく 

佐久間洋司

位置情報共有サービスは、“存在のシェア”ができる、最初のSNSだと考えています。他

者と位置情報をシェアすると、自分が投稿しなくても、常に自動で自分の情報が発信さ

れ続けることになり、結果的に“自分そのもの”をシェアすることに近づくためです。

そのため、位置情報をシェアし合うと、自分と他者の持つ、相手についての情報に差が少

なくなり、相互理解や意見交換を行っていく上で、相手が前提として持っている考え方や

感性が理解してやすくなります。これは、自他の境界が曖昧になっていくと捉えられます。

例えば、いつもファストフード店で一緒におしゃべりしている部活の友だちでも自分と一

緒にいない時は図書館にいることを位置情報を通じて知ることができます。そうすれば「

実はあの子は本が好きなんだ」と分かるはずです。 位置情報共有サービスによって、“存

在のシェア”が行われることで、自他の境界が曖昧になり、コミュニケーションがスムー

ズになったり、集団の合意形成がしやすくなったりすることが期待できます。 位置のシェ

アを“存在のシェア”が拡がる最初の段階だとすると、今後は「感じていること・やってい

ること・見ている風景」などが理解し合えるようになると考えられます。 
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ICHINOGRAPHY demonstration experiment  

賑
わ
い

すでに誰かがいる場所

誰 か の 位 置 に 引 き 寄 せ ら れ る誰かの位置に引き寄せられる

信
頼

深
め
合
い

安
心

親
し
み

同じ / 近くの場所
離れた場所

助け合い 連帯感

他 人 の 行 動 範 囲

行 動 の 広 が り

自 分 の 行 動 範 囲

普段は見えない側面
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自分から日程や目的地や集合場所を事前に決めなくても、すでに相手がいる場所（≒誰かの現在地）に引き寄せられるように行動したり、相手と自分の位置
の中間地点で合流するいう新しい集いの生まれ方が位置シェアラーを中心に生まれつつある。今後は、今まで前もって決めていた「目的地」 や「待ち合わせ
場所」の必要性が曖昧になり、求められる体験価値が今その場にいる人の状況や気分によって流動的に変わるものになるだろう。また、そもそも会う予定が
なかったのにスキマ時間で会う行動が一般化することで、誰かとリアルで出会うハードルがより下がり、短い時間でエッセンシャルなコミュニケーションを行
う機会が現状よりも増えるかもしれない。 
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お互いの位置を共有することで、相手の職場や住まいのエリアを把握できて、普段の行動圏内や、現在の移動の状況が可視化される。可視化により、普段自
分が接する中では気づかなかった、行動エリアや行動する時間の相手との共通点に気づくことができ、相手との新たな関係性を築くきっかけになるかもしれ
ない。その結果として、今、共通するエリアにいる相手になにかお裾分けをしたり、これから近くを通る相手に必要なもの調達して届けたり、あるいは共通す
る生活圏に過ごす者同士で家事や育児を助け合ったりする行動が生まれうる。位置を共有することで、お互いに信頼して頼り合う「ご近所さん」のような関係
性が、その場その場で色んな人と築かれるようになるかもしれない。 
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位置情報の記録によって、自分の行動が可視化されることが当たり前になると、人々はそれを振り返って楽しむだけでなく、客観的な気づきを得て、新しい行
動に踏み出すきっかけとして利用するになるかもしれない。移動履歴を単なる「記録」としてではなく「ライフスタイルにおいて選択してきた過程≒生き様」と
してシェアし合うことで、お互いが他人の生き様を参考にしながら自分の生活に取り入れることができるだろう。例えば、集中できるワークスペース、親子の
遊び場、くつろげるサードプレイスなどを共有したり、憧れの人の過ごし方や滞在場所を知り、それを自分の日々の行動に取り入れたり。場所から得られる
多様な体験価値が広がり、最大化される社会が訪れるかもしれない。 
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位置を共有することで、離れていても常に相手を確認できるという状況が生まれる。物理的な距離がある相手や、最後に会ったタイミングから時間が経った
相手でも、そのエリアにどれくらいの時間滞在しているのかや、移動している最中なのかを把握でき、コミュニケーションを実際に取らずとも相手の行動や
存在感をリアルな感覚で感じ取ることができる。位置を共有し続けることで、お互いの生活やライフステージが変化しても誰かと関係性が途切れずに繋がり
続けられたり、一人で過ごす時間でも誰かに見守られている感覚を持ち続けられたりといった、共同体験が得られるようになるかもしれない。 
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原田
豪介

開発者whoo your world 
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株式会社LinQ代表取締役CEO。 ����年生まれ。株式会社
ジラフにインターンで入り、そのまま新卒として入社。当時月
間�億PVを誇るソーシャルサービス「Peing-質問箱-」のプ
ロダクトオーナーを担当。����年に株式会社LinQ創業。同
社が手掛ける位置情報共有SNS「whoo your world」はリ
リースから約�年で�,���万DLを突破。 

はらだ　ごうすけ

いつの間にかなくなった
「ありのまま」を取り戻し、 
リアルでもっと友だちと仲良くなってほしい 

私は、“より友だちと仲良くなる”というコンセプトで、whoo your world（以下whoo）というアプリを作

りました。どれだけテクノロジーが進化しても、オフラインで友だちと会うという体験が、一番尊いもので、

楽しいものだと思っています。例えば、離れた場所にいる友だちとオンラインで一緒にゲームをするのも楽

しいですが、実際に友だちと狭い部屋の中で膝を突き合わせながらゲームをして、白熱しすぎてジュースが

こぼれちゃったり、気づいたらゲームと関係ない話をしていたり。やっぱり人と直接会うことで、思いも寄ら

ないことが生まれるからワクワクするんですよね。 だからこそ、位置情報を共有し合うことで、オフラインで

友だちと会うきっかけが増えることを願って、この事業を始めました。

 私自身は、最初から目的や予定を決め込みすぎずに、そのときの状況や気分で行動することが楽しいと思っ

ています。予定通りに行動しなくても、今これがしたいとわがままを言える、ありのままの自分を受け入れて

くれる相手が、いい友だちではないかと感じます。多くの人は、大人になるにつれて、わがままを言わなくな

っていきますよね。whooユーザーの皆さんには、whooを通じて、その時々の気分に応じてしたいように行

動する「わがまま」や「ありのまま」を取り戻してほしい。そして、リアルで沢山友だちと会い、今よりももっと

仲良くなってほしいと思っています！ 
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わたしたちの未来は 
今よりもっと 
親しくなっているかもしれない 
賑わっているかもしれない 
信じあっているかもしれない 
深めあっているかもしれない 
安心できるかもしれない
 

 懐かしい未来へ 
温かく懐かしいつながりを取り戻そう 
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